
２
３
日
に
岩
国
基
地
（
山
口
県
岩

国
市
）
へ
の
陸
揚
げ
が
計
画
さ
れ
て
い

る
米
海
兵
隊
の
垂
直
離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
２

２
オ
ス
プ
レ
イ
の
事
故
が
２
０
０
６
年

１
０
月
〜
１
１
年
９
月
ま
で
の
過
去
５

年
間
で
３
０
件
発
生
し
、
米
空
軍
仕
様

の
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
が
同
期
間
に

起
こ
し
た
事
故
２
８
件
を
合
わ
せ
る
と
、

計
５
８
件
に
上
る
こ
と
が
米
軍
の
資
料

で
分
か
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
月
に
１
回
は

事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
計
算
で
す
。

米
軍
は
現
在
、
航
空
機
事
故
に
つ
い

て(

１)

死
者
が
出
る
か
２
０
０
万
ド
ル

以
上
の
損
害
が
出
た
り
し
た
事
故
を

「
ク
ラ
ス
Ａ
」(

２)

重
傷
か
５
０
万
〜

２
０
０
万
ド
ル
の
損
害
が
出
た
事
故
を

「
ク
ラ
ス
Ｂ
」(

３)

軽
傷
か
５
万
〜
５

０
万
ド
ル
の
損
害
を
出
し
た
事
故
を

「
ク
ラ
ス
Ｃ
」
―
な
ど
と
分
類
し
て
い

ま
す
。（
注
）

米
海
兵
隊
安
全
部
の
公
開
資
料
に
よ

る
と
、
Ｍ
Ｖ
２
２
の
「
ク
ラ
ス
Ａ
」
事

故
は
２
件
で
、
内
容
は
夜
間
訓
練
中
の

エ
ン
ジ
ン
収
容
部
か
ら
の
出
火
と
、
機

体
後
部
か
ら
の
乗
員
の
転
落
死
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
ク
ラ
ス
Ｂ
」
は
、
離
陸

直
後
に
急
激
に
降
下
し
地
面
に
た
た
き

つ
け
ら
れ
る
事
故
や
着
陸
時
に
前
脚
が

折
れ
る
事
故
な
ど
６
件
。「
ク
ラ
ス
Ｃ
」

は
、
エ
ン
ジ

ン
収
容
部
か

ら
の
出
火
や

着
陸
時
の
衝

撃
で
負
傷
者

が
出
る
な
ど

２
２
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
米

空
軍
安
全
セ

ン
タ
ー
の
公

開
文
書
に
よ

る
と
、
Ｃ
Ｖ

２
２
の
事
故

は
「
ク
ラ
ス

Ａ
」
２
件
、

「
ク
ラ
ス
Ｂ
」

６
件
、
「
ク

ラ
ス
Ｃ
」
２
０
件
―
の
計
２
８
件
で
す
。

詳
し
い
事
故
の
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、「
ク
ラ
ス
Ａ
」
の
１
件
は
乗
員
４
人

が
死
亡
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
墜
落
事
故
。

「
ク
ラ
ス
Ｂ
」「
ク
ラ
ス
Ｃ
」
は
整
備
に
関
連
し

た
事
故
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
１
９
９
０
年
代
〜
２
０
０
０

年
代
初
め
の
開
発
・
試
作
段
階
で
墜
落
事
故
が

多
発
。
今
年
も
４
月
に
Ｍ
Ｖ
２
２
が
モ
ロ
ッ
コ

で
、
６
月
に
Ｃ
Ｖ
２
２
が
米
フ
ロ
リ
ダ
州
で
墜

落
事
故
を
起
こ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に

も
大
小
多
数
の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
７
月
２
２
日(

日)

消
費
税
増
税
へ
の
怒
り
が
渦
巻
く
な
か
、
民

主
、
自
民
、
公
明
、
み
ん
な
、
社
民
、
国
民
新
、

新
党
き
づ
な
、
た
ち
あ
が
れ
日
本
、
新
党
日
本
、

新
党
改
革
、
新
党
大
地
・
真
民
主
の
１
１
党
が

２
０
日
、
２
０
１
２
年
の
政
党
助
成
金
（
年
総

額
３
２
０
億
１
４
３
３
万
円
）
の
２
回
目
交
付

と
し
て
計
８
０
億
３
５
８
万
円
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
う
ち
消
費
税
増
税
法
案
の
成
立
を
狙
う

民
主
、
自
民
、
公
明
３
党
だ
け
で
７
０
億
円
以

上
も
手
に
し
ま
し
た
。

民
主
党
を
離
党
し
た
小
沢
一
郎
元
代
表
ら
が

１
１
日
に
結
成
し
た
新
党
「
国
民
の
生
活
が
第

一
」
は
、
政
党
助
成
金
交
付
額
が
１
月
１
日
時

点
で
の
所
属
議
員
数
な
ど
を
基
に
算
出
さ
れ
る

た
め
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

政
党
助
成
金
の
原
資
は
国
民
１
人
あ
た
り
年

２
５
０
円
の
税
金
。
支
持
政
党
に
か
か
わ
り
な

く
国
民
の
税
金
を
各
党
が
山
分
け
す
る
な
ど
、

憲
法
が
保
障
す
る
思
想
・
信
条
の
自
由
に
違
反

す
る
制
度
で
す
。
政
党
本
来
の
財
政
は
、
国
民

と
の
結
び
つ
き
を
通
じ
て
自
主
的
に
つ
く
る
べ

き
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
日
本
共
産

党
は
一
貫
し
て
政
党
助
成
金
の
廃
止
を
主
張
し
、

受
け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

２
回
目
の
各
党
の
受
け
取
り
額
は
次
の
通
り
。

（
千
円
以
下
切
り
捨
て
）

民
主
党
４
１
億
２
６
０
７
万
円
▽
自
民
党
２

５
億
３
８
５
０
万
円
▽
公
明
党
５
億
６
９
７
９

万
円
▽
み
ん
な
の
党
２
億
７
９
５
７
万
円
▽
社

民
党
１
億
９
０
９
２
万
円
▽
国
民
新
党
１
億
１

０
６
３
万
円
▽
新
党
き
づ
な
５
１
８
９
万
円
▽

た
ち
あ
が
れ
日
本
４
３
４
４
万
円

▽
新
党
日
本
３
４
０
０
万
円
▽
新

党
改
革
２
９
９
０
万
円
▽
新
党
大

地
・
真
民
主
２
８
８
３
万
円

２
０
１
２
年
７
月
２
１
日(

土)
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０
６
年
か
ら
５
年
間

米
軍
資
料
で
判
明

オ ス プ レ イ 事 故 ５ ８ 件

政
党
助
成
金
こ
と
し
２
回
目

交
付
増
税
３
党
（
民
自
公
）
に
７

０
億
円

共
産
党
は
拒
否

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

（
注
）
損
害
額
の
規
定
は
０
９
年
１
０
月
に

引
き
上
げ
。
そ
れ
以
前
は
、
例
え
ば
「
ク
ラ

ス
Ａ
」
で
１
０
０
万
ド
ル
以
上
の
損
害
。



遂
げ
よ
う
、
脱
原
発
！

毎
週
金
曜
日
に
首
相
官
邸

前
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い

る
原
発
再
稼
働
に
対
す
る
抗

議
行
動
で
す
が
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
大
分
メ
デ
ィ
ア

に
も
載
っ
て
来
ま
し
た
ね
。

今
年
の
三
月
か
ら
毎
週
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
の
取
り

組
み
で
す
が
。
政
府
が
大
飯

原
発
の
再
稼
働
を
決
め
て
か

ら
は
一
人
ま
た
一
人
と
次
々

に
抗
議
の
声
が
上
が
っ
て
来

て
、
つ
い
に
は
、
二
十
万
人

を
超
え
る
行
動
へ
と
膨
ら
ん

で
き
て
い
ま
す
。
決
し
て
組

織
さ
れ
た
ん
で
は
無
く
て
、

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
個
人
個

人
が
自
発
的
に
三
三
五
五
集

ま
っ
て
の
事
で
す
。
ま
さ
に
、

政
府
の
取
り
組
み
に
対
す
る

正
直
な
国
民
の
声
そ
の
物
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
市

民
が
街
頭
に
出
て
声
を
上
げ

る
光
景
は
、
我
々
の
国
で
は
、

め
っ
た
に
有
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

私
が
生
ま
れ
る
少
し
前
の
六

十
年
安
保
闘
争
以
来
の
出
来

事
と
の
事
で
す
。
こ
の
様
子
、

中
東
で
の
ア
ラ
ブ
の
春
を
思

い
起
こ
し
ま
せ
ん
か
。

こ
う
し
た
中
、
私
も
先
日
、

東
京
は
代
々
木
公
園
で
開
か

れ
た
『
さ
よ
う
な
ら
原
発
十

万
人
集
会
』
に
行
っ
て
来
た

ん
で
す
が
、
十
七
万
人
も
の

集
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
こ
う
し
た
う
ね
り
は
、

政
府
が
脱
原
発
に
耳
を
傾
け

る
ま
で
と
ど
ま
る
事
は
無
い

で
し
ょ
う
。
脱
原
発
社
会
の

一
日
も
早
い
実
現
を
皆
の
声

と
力
で
成
し
遂
げ
ま
し
ょ
う
。

川
西
町
議
会

議
員

芝

和
也

白
内
障
の
手
術

こ
の
前
、
天
理
よ
ろ
づ
相

談
所
に
四
日
間
入
院
し
て
、

左
目
の
白
内
障
の
手
術
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
噂
で
「
簡

単
な
手
術
で
短
時
間
で
済
む

よ
」
と
は
聞
い
て
い
た
の
で
、

恐
怖
心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。手

術
時
間
は
十
五
〜
二
十

分
位
で
し
ょ
う
か
、
で
も
始

ま
れ
ば
「
早
く
終
わ
っ
て
欲

し
い
・
・
」
と
願
う
ば
か
り
。

手
術
中
は
、
白
く
ま
ば
ゆ
い

光
の
ま
ん
中
に
青
い
固
ま
り

が
現
れ
、
そ
の
周
り
に
は
時
々
、

ピ
ン
ク
や
薄
紫
の
綺
麗
な
色

が
出
て
来
て
は
消
え
・
・
・

車
椅
子
で
病
室
に
帰
る
と

「
も
う
、
終
わ
っ
た
の
！
」

と
驚
く
同
室
の
女
性
に
、

「
片
目
だ
け
天
国
を
見
て
来

た
わ
！
」
と
言
う
と
大
笑
い

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

白
い
濁
り
が
消
え
、
ハ
ッ

キ
リ
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
左
右
の
差
が

あ
る
の
で
、
メ
ガ
ネ
は
作
り

直
さ
な
い
と
駄
目
な
よ
う
で

す
。

折
角
、
手
術
し
て
頂

い
た
の
で
目
を
酷
使
し
な
い

よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
も
こ
の
辺

で
お
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も

目
は
大
切
に
し
て
下
さ
い
ね
。

田
原
本
町
議

会
議
員

森

良
子

史
跡
池
上
曽
根
遺
跡

先
日
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
整

備
計
画
検
討
特
別
委
員
会
の

委
員
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、

大
阪
府
和
泉
市
に
あ
る
池
上

曽
根
遺
跡
を
視
察
し
て
き
ま

し
た
。

池
上
曽
根
遺
跡
は
、
遺
跡

範
囲
六
〇
㌶
内
国
指
定
史
跡

は
一
一
㌶
、
購
入
済
範
囲
は

三
・
五
㌶
（
史
跡
公
園
）
で

す
。
そ
こ
に
、
大
型
建
物
一

棟
、
直
径
二
ｍ
の
大
井
戸
、

竪
穴
式
住
居
二
棟
、
大
環
濠

な
ど
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
指
定
史
跡

の
外
に
、
府
立
弥
生
文
化
博

物
館
、
池
上
曽
根
弥
生
学
習

館
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
三

施
設
を
回
る
と
弥
生
文
化
の

様
子
、
池
上
曽
根
遺
跡
の
特

徴
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
学
習
館
で
は
、
体

験
学
習
が
充
実
し
て
い
ま
し

た
。う

ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

遺
跡
の
展
示
等
の
特
徴
は
、

「
努
力
し
な
い
者
は
学
べ
な

い
」
だ
そ
う
で
す
。
案
内
表

示
は
少
な
く
し
、
な
る
べ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
尋
ね
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

学
習
館
で
の
体
験
学
習
等
は

年
間
約
二
万
人
、
史
跡
公
園

利
用
者
は
約
一
六
万
人
だ
そ

う
で
す
。
担
当
者
の
説
明
で

一
番
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は

「
復
元
し
た
も
の
は
、
い
ず

れ
壊
れ
る
」
竪
穴
式
住
居
は

子
ど
も
達
が
滑
り
台
代
わ
り

に
し
て
壊
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。
大
風
で
倒
れ
た
建
物
も

あ
り
ま
し
た
。
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

田
原
本
議
会

議
員

吉
田
容
工

「
さ
よ
な
ら
原
発
１

０
万
人
集
会
」

「
さ
よ
な
ら
原
発
１
０
万
人

集
会
」
が
７
月
１
６
日
に
代
々

木
公
園
で
開
か
れ
、
全
国
か

ら
１
７
万
人
が
参
加
。
健
生

会
（
土
庫
病
院
）
友
の
会
の

一
員
と
し
て
参
加
（
奈
良
民

連
か
ら
約
８
０
名
）
し
て
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
梅
雨
前
線
も
北

上
し
、
東
京
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
炎
天
下
で
の
集
会
と
な

り
ま
し
た
。
集
会
の
模
様
は

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
１
７
万
人
の
集

会
と
は
？
渋
谷
駅
か
ら
歩
い

て
代
々
木
公
園
に
行
っ
た
わ

け
で
す
が
、
駅
か
ら
会
場
ま

で
デ
モ
行
進
し
て
い
る
よ
う

な
状
態
。
会
場
内
で
は
、
ス

テ
ー
ジ
の
放
送
も
聞
こ
え
ず
、

た
だ
暑
さ
に
耐
え
て
い
る
だ

け
。
デ
モ
行
進
に
な
っ
た
ら

１
時
間
半
ぐ
ら
い
で
や
っ
と

道
路
に
出
ら
れ
ま
し
た
が
、

行
進
も
歩
行
者
よ
り
も
遅
い

と
い
う
状
態
。
で
も
「
原
発

を
再
稼
動
さ
せ
る
な
」
「
原

発
か
ら
子
ど
も
を
守
れ
」
等
々

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い

な
が
ら
３
キ
ロ
の
デ
モ
コ
ー

ス
を
半
分
し
か
歩
く
事
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
帰
り

の
新
幹
線
の
時
刻
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
）

野
田
首
相
は
公
邸
前
の
集

会
の
声
を
「
音
」
に
し
か
聞

こ
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

し
っ
か
り
と
国
民
の
声
を
聞

き
こ
と
こ
そ
政
治
家
の
務
め

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
１

７
万
人
の
声
を
ど
の
よ
う
に

聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
集

会
に
参
加
し
た
あ
る
方
は

「
関
西
規
模
の
集
会
を
」
是

非
行
っ
て
欲
し
い
と
い
っ
て

お
ら
れ
ま

し
た
。

三
宅
町

池
田
年
夫


